
柏崎刈羽原子力発電所の
最近の状況について
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１．柏崎刈羽原子力発電所における

安全対策の取り組み

－ 最近のトピックス －
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福島第一事故を踏まえた深層防護の強化の考え方（設備面）

（緑字、青字は対策例を示す）

第2層：事故への進展防止

第3層：
事故時の

炉心損傷防止

第1層：
トラブル発生防止

・止める機能（制御棒緊急挿入等）の確保（福島第一、福島第二共に問題なく動作）

② 速やかに実施可能な高圧注水手段の強化

第4層：
事故後の影響緩和

深

層

防

護

と

事

故

の

推

移

⑥ 炉心損傷後の影響緩和手段の強化

① 徹底した津波対策の実施（多重化した津波対策）

対 策 の 厚 み 向 上 の 流 れ

設計ベース 設計ベースを超える状態（DEC）

・防潮堤

・防潮壁

・重要区画の浸水防止対策

・原子炉建屋内の排水系の設置

③ 高圧注水手段を喪失する前に確実に実施可能な減圧手段の強化

④ 減圧後確実に実施可能な安定した低圧注水手段の強化

⑤ 熱交換による除熱手段の確保

・原子炉隔離時冷却系（RCIC）の
手動起動手順の整備

（・原子炉隔離時冷却系（RCIC））

・高圧代替注水系（HPAC）

・既設蓄電池の容量増加 ・予備蓄電池・予備窒素ボンベの配備

（・低圧炉心スプレイ系（LPCS））

（・低圧注水モード（LPFL））

・消防車の高台配備

・復水補給水系への外部接続口設置

（・残留熱除去系） ・代替熱交換器設備の高台配備
・確実な格納容器ベント

（・格納容器スプレイ）

・格納容器フィルタベント設備
・格納容器頂部水張り設備
・原子炉建屋水素処理設備

（ ）内は、既設設備

事故進展（効かなかった深層防護）の各段階における課題に対して、設計ベース、設計を
超える状態（DEC）、それぞれで対策を講じます。

複数層共通
⑦ 様々な電源供給手段の強化

（・非常用ディーゼル発電機）

・既設蓄電池の容量増加

・空冷式ガスタービン発電機車の高台配備
・電源車の高台配備

そ

の

他

・その他自然現象への対策，内部溢水対策，火災防護対策
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（緑字、青字は対策例を示す）

⑨ 燃料プールへの注水・除熱手段の強化燃料プール冷却そ

の

他

更なる耐震強化 ⑩ 大規模地震時にも活用を期待する常用系への耐震性向上策の実施

⑪ その他事故時対応のサポートに重要な対策の実施サポート機能強化

対 策 の 厚 み 向 上 の 流 れ

（・燃料プール冷却浄化系） ・消防車の高台配備

・コンクリートポンプ車の配備

・開閉所設備の耐震強化 ・復水補給水系配管の耐震強化

・活動拠点の増強

・中央制御室の環境改善

・アクセス道路補強

・瓦礫撤去用重機の配備

・通信設備増強 （ ）内は、既設設備

複数層共通 ⑧ 注水に必要な水源（淡水・海水）の強化

（・復水貯蔵槽） ・貯留堰

（・非常用復水貯蔵槽）

・貯水池

設計ベース

事故進展（効かなかった深層防護）の各段階における課題に対して、設計ベース、設計を
超える状態（DEC）、それぞれで対策を講じます。

設計ベースを超える状態（DEC）

福島第一事故を踏まえた深層防護の強化の考え方（設備面） 3
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4① フィルタベント設備の性能確認

◆６号機および7号機フィルタ

ベント設備の通気試験を行い、

設備としての主要な機能が

確保されることを確認しました。

フィルタベント

建屋

通気試験の様子（写真は７号機） 本体据え付けの様子（写真は７号機、平成25年10月）

通気試験 ７号機：平成26年4月

６号機：平成26年7月
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5② 津波監視カメラの設置

7号機 排気筒
５,６,７号機

中央制御室

ＴＳＣ（緊急対策室）

例）カメラ画像

←

赤外線

による

映像

←

通常の

映像
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複合災害，複数プラント同時被災への態勢整備(1/2)＜緊急時対応の備え＞ 6

迅速な意思決定下で復旧活動を実施するため，ICS※1を導入
監督限界の設定（３～７人程度まで）
災害規模に応じて縮小・拡張可能な組織構造
決定権を現場指揮官に与える役割分担

発電所要員の増員・本店要員の増員
交替制も考慮し緊急時対策要員を増員(324名→674名)
津波後の現場対応操作を踏まえ、運転員を60名増員予定、30名増員済(205名→265名)(定員)
交代制を考慮し、本店緊急時対策要員を増強。 (324名→約500名)

訓練

総合防災訓練
実効性を増すためＩＣＳ※1を取り込んだ
緊急時体制で訓練を繰り返し実施

30回 実施(H26.7現在)

個別訓練
緊急時に必要な対応を社員で実施する
ことを目的として、計画的に訓練を実施。

約3200回（H26.6現在）
（電源車操作訓練、GTG※２運転訓練、

消防車注水訓練 瓦礫撤去訓練 等）
所長の指揮

情報共有
システム

本店の
訓練風景

※１ ICS：現場指揮マネジメントシステム（Incident Command System）
※２ GTG：ガスタービン発電機車
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＜ＩＣＳ導入前＞
・発電所本部長以下にフラットな機能班

＜ＩＣＳ導入後＞

・管理スパンの減少／階層化

・機能毎にグルーピング／指揮命令系統の明確化

複合災害，複数プラント同時被災への態勢整備(2/2)＜緊急時対応の備え＞ 7
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8

プラント外への連絡

シミュレータでの緊急時対応操作緊急対策室での対応

現場

（シミュレータ）

へ状況確認

③ シミュレータ訓練と連携した総合訓練
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電源車への給油電源車への給油

・電源車への給油も自営で実施

・電源車等への給油のための燃料給油車

さまざまな訓練を継続的に実施

④電源車など緊急用車両の利用訓練

プラントの
高圧配電盤

へ

44キロリットル車キロリットル車
（（44台配備）台配備）

1616キロリットル車キロリットル車
（（11台配備）台配備）

地下軽油タンクから燃

料給油車へ軽油移送

990990リットル車リットル車

（（22台配備）台配備）

・電源車と高圧配電盤との接続訓練
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10⑤ 発電所周辺の地下構造調査

観測車

観測計器

起震車

起震車による地下構造の調査（5月20日）

地面に震動を与えて
振動の伝わり方を調べます

収集したデータを
観測車で分析します
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11柏崎刈羽原子力発電所 配置図
① フィルタベント設備の性能確認
② 津波監視カメラの設置

③ シミュレータ訓練と連携した総合訓練

※【構外】⑤ 発電所周辺の地下構造調査

④ 電源車など緊急用車両の利用訓練

（電源車への給油）
（注：電源車と高圧配電盤との接続訓練は１～７号機各プラントにて実施）
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項目 １号機 ２号機 ３号機 ４号機 ５号機 ６号機 ７号機

Ⅰ．防潮堤（堤防）の設置

Ⅱ．建屋等への浸水防止

 （１）防潮壁の設置（防潮板含む）

 （２）原子炉建屋等の水密扉化

 （３）熱交換器建屋の浸水防止対策

（４）開閉所防潮壁の設置※３

 （５）浸水防止対策の信頼性向上（内部溢水対策等）

Ⅲ．除熱・冷却機能の更なる強化等

 （１）水源の設置

 （２）貯留堰の設置

 （３）空冷式ガスタービン発電機車等の追加配備

 （４）－１ 緊急用の高圧配電盤の設置

 （４）－２ 原子炉建屋への常設ケーブルの布設

 （５）代替水中ポンプおよび代替海水熱交換器設備の配備

（６）高圧代替注水系の設置※３

 （７）フィルタベント設備（地上式）の設置

 （８）原子炉建屋トップベント設備の設置

 （11）環境モニタリング設備等の増強
 　　　・モニタリングカーの増設

（12）高台への緊急時用資機材倉庫の設置※３

 （13）大湊側純水タンクの耐震強化

 （14）コンクリートポンプ車等の配備

 （15）アクセス道路の補強

 （16）免震重要棟の環境改善

（17）送電鉄塔基礎の補強※３・開閉所設備等の耐震強化工事※３

 （18）津波監視カメラの設置 完了工事中

完了

工事中 工事中工事中 検討中

工事中 性能試験終了※２ 性能試験終了※２

工事中 工事中 工事中

完了

工事中 検討中 検討中 検討中

工事中 検討中 検討中 検討中

－完了 － － －

完了

工事中

－ 完了

完了

－ －

完了 完了 完了 完了

検討中

完了

完了 完了完了

完了 検討中 検討中 検討中

完了

完了 完了

完了

完了完了 完了 完了

完了

完了

完了 完了 完了

検討中 完了

完了検討中

工事中 完了

完了

－

検討中

完了

完了 完了 完了 完了 完了

工事中

完了

完了 完了

完了 海抜15ｍ以下に開口部なし完了 完了 完了

平成26年８月27日現在

完了

完了

完了完了

完了検討中 検討中 検討中 完了 完了

 （10）格納容器頂部水張り設備の設置 完了 検討中 検討中

完了 （９）原子炉建屋水素処理設備の設置 完了 検討中 検討中

※２　周辺工事は継続実施
※３　当社において自主的な取組として実施している対策　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　今後も、より一層の信頼性向上のための安全対策を実施してまいります。

完了

完了

12柏崎刈羽原子力発電所における安全対策の実施状況
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２．環境放射線に係わる事象

周辺環境へ影響を及ぼす事象はありませんでした。
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